
「図書室だより」
中央公民館内　9：00 ▶ 16：00

みどり公園のトイレにはゆうれいがでるといううわさ

がある。ある日、ぼくはさんぽのとちゅうでおなかが

いたくなった。ゆうれいがでるなんて、ただのうわさだ。

ゆうれいなんてこわくない。「うわっ！」あ…なーんだ。

しずくがおちてきただけか。ほら、だいじょうぶ、だ

いじょうぶ。「お　い　で・・・・・・」

これから何かが起こりそうな薄気味悪いタッチの絵と、

空気の淀みまで表現した文で、身近に潜む恐怖へ引き

ずり込まれます。最後まで読むと、夜、一人でトイレ

に行けなくなっちゃうかも…。

逆ソクラテス／（伊坂幸太郎）わかれ縁／（西條奈加）

残念な死に方事典／（小和田哲男）

だから拙者は負けました。日本史の敗者のしくじりと言い訳／（本郷和人）

ほどなく、お別れです。それぞれの灯火／（長月天音）※（　　）内作者名
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「森の子ども図書コーナー」
交流サロンぽすと内№173

『ゾッとする怪談えほん
おいで…』

（有田奈央／文　軽部武宏／絵
新日本出版）　　　　　　　　
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東京金山会通信 №15

東京金山会 広報担当（藤山善夫）
☎080－5525－0435
　fujiyama.d.siren@ae.auone-net.jp

問
い
合
わ
せ

東京金山会のページに
アクセス！

会長代行 柿崎氏 挨拶　
会員の皆様、佐藤英司金山町長はじめ町民の皆様、東京金山会への日頃のご支援に深く感謝を申し上げ
ます。私は、この度、大場加枝子前会長の後を引き継ぐことになりました柿崎栄三です。７年間に亘り
会長を務められた大場前会長のご尽力に心より感謝申し上げますとともに、経験不足な私にお力添えを
賜りますようお願い致します。私は、大場前会長のご主人であり本会創立当時から役員をされていた大
場辰男先生（故人）のお誘いで総会に参加し、その後会の運営のお手伝いをしてまいりました。
また、大場辰男先生は私の金山中学校時代の恩師でもありましたので、金山会の運営につきましても多

くのご指導を賜りました。私はもとより微力ではありますが大場辰男先生のご指導と大場前会長のご意志を受け継ぎ、会の発
展とふるさとの応援のために力を尽くす所存でございます。

たつお

か　え　こ えいぞう

えいぞう

東京金山会の会長職が柿崎栄三さんに替わりました。今後ともどうぞよろしくお願いします。

【都会でがんばる金山町出身者】
都会での生活を夢見て故郷をあとに、
都会での荒波にもまれながら故郷を思
い、がんばっている皆さんを紹介して
いきます。３人目は長倉靖さんです。

やすし

長倉さんご家族

献血にご協力ください

７月８日（水）
10：00－11：30
13：00－15：30
金山町役場ロビー

問 役場健康福祉課　健康係
　 ☎ 52－2111（内線264）

こんにちは‼稲沢の長倉です‼今は川崎市に
住んでいます。金山高校卒業後、仙台の専門
学校に行き、卒業して整備士をやっていまし
たが、お酒好きが高じて今は、東京都町田市
の飲食店で働いてます。結婚もして、三児の
父です。皆さん町田に来られたら、是非遊び
にいらして下さい

新型コロナウイルス感染症の予防に対応した献血体制をとっています。
皆さんのあたたかいご協力をお願いいたします。

献血って？
　献血とは、病気の治療や手術などで輸血を必要としている患者さん
のために、健康な人が自ら血液を無償で提供するボランティアです。
　献血には全血献血、成分献血があります。全血献血には400ml献
血と200ml献血があり、血液中の全ての成分を献血します。成分献
血には血小板成分献血と血漿成分献血があり、特定の成分だけを採血
し、体内で回復に時間のかかる赤血球は再び体内に戻す方法です。成
分採血は身体への負担も軽く、多くの血漿や血小板を献血していただ
ける特長があります。

初めての方は、本人確認のできるもの（免許証や保険証等）が必要です。
献血手帳・カードをお持ちの方はご持参ください。

けっしょう


